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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホッパから溢れたコインが収容される補助タンクを有する遊技機において、
　前記補助タンクは、
　上部が開放された有底箱形状を呈し、底部に開口穴が形成されたタンク本体と、
　前記底部に重なって前記開口穴を閉塞する閉塞位置と、該閉塞位置から前記有底箱形状
の側壁に沿って起立させて前記開口穴を開放する開放位置との間で回動可能に前記タンク
本体の内方に支持された閉塞部材と、
　前記閉塞部材を前記閉塞位置に保持する閉塞位置保持手段と、
　前記閉塞部材を、前記側壁に沿って起立した状態の前記開放位置に保持する開放位置保
持手段と、
　を備え、
　前記閉塞部材は、
　前記閉塞位置保持手段及び前記開放位置保持手段により、それぞれ前記閉塞位置と前記
開放位置の何れか一方に選択的に配置して保持することが可能とされ、
　前記開放位置保持手段及び前記閉塞位置保持手段の何れにも保持されていない前記開放
位置と前記閉塞位置との間の回動途中位置における予め設定された傾斜角度において取り
外し方向に移動させた場合には、前記閉塞部材の前記タンク本体への支持を解除して前記
閉塞部材を前記タンク本体から取り外し可能な構成を有し、
　前記開放位置保持手段に保持された前記開放位置、又は前記閉塞位置保持手段に保持さ
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れた前記閉塞位置に配置されている場合において、前記タンク本体からの取り外しが阻止
され、
　前記開放位置にある場合における前記側壁と対向する面の回動先端側に、前記コインの
外径よりも小さい間隔で並んで設けられた複数の突起を有することを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン等の遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、遊技機内でホッパから溢れた遊技媒体の自動回収と手動回収の両方に
対応可能な補助タンクが示されている。補助タンクの底壁には、開口穴を形成したい部分
を取り囲むように板厚方向に貫通する切り込み部が複数箇所の接続リブを残すように断続
的に形成されており、この複数箇所の接続リブを切断することによって比較的容易に開口
穴を形成できるようになっている。
【０００３】
　上記従来の補助タンクは、遊技媒体の手動回収を行う遊技ホールでは、そのまま使用さ
れ、遊技媒体の自動回収を行う遊技ホールでは、補助タンクの底壁に開口穴が形成された
状態で使用される。
【０００４】
　遊技媒体の自動回収装置は、遊技機が配設される遊技ホールの島設備において、遊技機
の下方に設置されており、遊技機本体の底面に形成された貫通孔を介して遊技機本体の内
部と連通している。
【０００５】
　開口穴は、遊技機本体内に補助タンクがセットされた状態で、遊技機本体の底面の貫通
孔に連通し、ホッパから溢れて補助タンクに排出された遊技媒体を通過させて貫通孔内を
落下させ、自動回収装置に供給するようになっている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－３２３７５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の補助タンクは、自動回収に対応させるべく、一度、開口穴を
形成すると、再び開口穴を閉塞することはできない。このように補助タンクに開口穴が形
成されたままの状態では、補助タンクを好適に使用することができず好ましくない。
【０００８】
　本発明は、上記例示した問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、補助タンクを
好適に使用することのできる遊技機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決する請求項１に記載の発明による遊技機は、ホッパから溢れたコインが
収容される補助タンクを有する遊技機において、前記補助タンクは、上部が開放された有
底箱形状を呈し、底部に開口穴が形成されたタンク本体と、前記底部に重なって前記開口
穴を閉塞する閉塞位置と、該閉塞位置から前記有底箱形状の側壁に沿って起立させて前記
開口穴を開放する開放位置との間で回動可能に前記タンク本体の内方に支持された閉塞部
材と、前記閉塞部材を前記閉塞位置に保持する閉塞位置保持手段と、前記閉塞部材を、前
記側壁に沿って起立した状態の前記開放位置に保持する開放位置保持手段と、を備え、前
記閉塞部材は、前記閉塞位置保持手段及び前記開放位置保持手段により、それぞれ前記閉
塞位置と前記開放位置の何れか一方に選択的に配置して保持することが可能とされ、前記
開放位置保持手段及び前記閉塞位置保持手段の何れにも保持されていない前記開放位置と
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前記閉塞位置との間の回動途中位置における予め設定された傾斜角度において取り外し方
向に移動させた場合には、前記閉塞部材の前記タンク本体への支持を解除して前記閉塞部
材を前記タンク本体から取り外し可能な構成を有し、前記開放位置保持手段に保持された
前記開放位置、又は前記閉塞位置保持手段に保持された前記閉塞位置に配置されている場
合において、前記タンク本体からの取り外しが阻止され、前記開放位置にある場合におけ
る前記側壁と対向する面の回動先端側に、前記コインの外径よりも小さい間隔で並んで設
けられた複数の突起を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によると、補助タンクを好適に使用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　はじめに、本実施の形態から抽出され得る発明群を手段ｎ(ｎ＝０，１，２・・・)とし
て区分して示し、それらを必要に応じて効果等を示しつつ説明する。
【００１２】
　手段０．ホッパから溢れたコインが収容される補助タンクを有する遊技機において、前
記補助タンクは、上部が開放され下部に開口穴が形成されたタンク本体と、該タンク本体
の内方に回動自在に支持されて、前記開口穴を閉塞する閉塞位置と、前記開口穴を開放す
る開放位置のいずれか一方に選択的に配置可能な閉塞部材と、を備えることを特徴とする
遊技機。
【００１３】
　手段１．ホッパから溢れたコインが収容される補助タンクを有する遊技機において、前
記補助タンクは、上部が開放され下部に開口穴が形成されたタンク本体と、該タンク本体
の内方に回動自在に支持されて、開口穴を閉塞する閉塞位置と、開口穴を開放する開放位
置のいずれか一方に選択的に配置可能な蓋体と、を備えることを特徴とする遊技機。
【００１４】
　手段１によれば、蓋体５２を回動させてタンク本体５１の開口穴５３を閉塞する閉塞位
置と、タンク本体５１の開口穴５３を開放する開放位置のいずれか一方に選択的に配置で
きるので、補助タンク５０の開口穴５３を開放状態から閉塞状態、及び、閉塞状態から開
放状態に切り替えることができる。
【００１５】
　従って、例えば遊技媒体であるコインが自動回収される遊技ホールや島設備に配設され
ていた遊技機１を、コインが手動回収される遊技ホールや島設備に移動させた場合に、補
助タンク５０の蓋体５２を開放位置から閉塞位置に回動させて、補助タンク５０の開口穴
５３を閉塞し、補助タンク５０を自動回収に対応するものから手動回収に対応するものに
変更することができる。
【００１６】
　従って、補助タンク５０を新たに購入する必要がなく、遊技機１の移設に伴うコストを
低減することができる。また、蓋体５２がタンク本体５１に回動自在に支持されているの
で、例えば補助タンク５０の開口穴５３を開放させた状態で使用していた場合に、蓋体５
２の紛失を防ぐことができる。
【００１７】
　手段２は、手段１に記載の遊技機１において、補助タンク５０は、蓋体５２を開放位置
と閉塞位置との中間の予め設定された傾斜角度位置に配置して取り外し方向に移動させた
場合に、蓋体５２のタンク本体５１への支持を解除して蓋体５２をタンク本体５１から取
り外し可能な構成を有することを特徴とする。
【００１８】
　手段２によると、蓋体５２を開放位置と閉塞位置の中間の傾斜角度位置
に配置した場合にのみ、蓋体５２をタンク本体５１から取り外すことができ、例えば閉塞
位置や開放位置に配置されている場合には取り外すことができない。
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【００１９】
　従って、蓋体５２をタンク本体５１から取り外す位置を、蓋体５２の姿勢が不安定で位
置決めが困難な位置とすることができる。従って、蓋体５２の姿勢が安定して蓋体５２に
対する不正行為が行われやすい位置である、開放位置や閉塞位置での蓋体５２の取り外し
を困難なものとし、蓋体５２の取り外しによる不正行為を有効に防止できる。
【００２０】
　手段３は、手段１又は２に記載の遊技機１において、補助タンク５０は、タンク本体５
１又は蓋体５２の一方に設けられた支持軸２１３と、支持軸２１３に対応してタンク本体
５１又は蓋体５２の他方に設けられ、支持軸２１３を相対的に回転自在に支持する支持部
１３４と、支持部１３４に所定の切欠幅で切欠形成されたスリット部１３４ａを有し、支
持軸２１３は、蓋体５２を傾斜角度位置に配置した場合にスリット部１３４ａに対して径
方向幅が狭く、蓋体５２を傾斜角度位置以外の角度位置に配置した場合にスリット部１３
４ａに対して径方向幅が広い断面形状を有し、蓋体５２を傾斜角度位置に配置して取り外
し方向に移動させた場合にスリット部１３４ａを通過させて支持部１３４から取り外し可
能な構成を有することを特徴とする。
【００２１】
　手段３によると、蓋体５２を傾斜角度位置に配置して取り外し方向に移動させた場合に
スリット部１３４ａを通過させて支持部１３４から支持軸２１３を取り外すことができる
。従って、蓋体５２を開放位置と閉塞位置の中間の傾斜角度位置に配置した場合にのみ、
蓋体５２をタンク本体５１から取り外すことができる。
【００２２】
　従って、蓋体５２をタンク本体５１から取り外す位置を、蓋体５２の姿勢が不安定で位
置決めが困難な位置とすることができ、蓋体５２の姿勢が安定して蓋体５２に対する不正
行為が行われやすい位置である開放位置や閉塞位置での蓋体５２の取り外しを困難なもの
とし、蓋体５２の取り外しによる不正行為を有効に防止できる。
【００２３】
　手段４は、手段１～３のいずれか１項に記載の遊技機１において、支持軸２１３は、蓋
体５２を傾斜角度位置に配置した場合に取り外し方向に沿って延在する平坦面２１３ａを
有し、スリット部１３４ａは、取り外し方向に向かって開口し、蓋体５２を傾斜角度位置
に配置して取り外し方向に移動させた場合に支持軸２１３を通過させることが可能な間隔
を有することを特徴とする。
【００２４】
　手段４は、支持軸２１３とスリット部１３４ａの具体的な構成の一例を示したものであ
り、これによれば、蓋体５２を傾斜角度位置に配置した場合にスリット部１３４ａに対し
て径方向幅を狭くし、蓋体５２を傾斜角度位置以外の角度位置に配置した場合にスリット
部１３４ａに対して径方向幅を広くすることができる。そして、蓋体５２を傾斜角度位置
に配置して取り外し方向に移動させた場合に、スリット部１３４ａを通過させて支持部１
３４から支持軸２１３を取り外すことができる。
【００２５】
　手段５は、手段１～４のいずれか１項に記載の遊技機１において、補助タンク５０、６
０は、蓋体５２、６２を閉塞位置に保持する閉塞位置保持手段を有することを特徴とする
。
【００２６】
　手段５によると、蓋体５２、６２を閉塞位置に保持することができるので、例えば手動
回収用として使用中に、補助タンク５０内のコインを取り出すべく補助タンク５０を遊技
機本体４から取り出して上下逆さにしたときに、開口穴５３の閉塞状態を維持できる。ま
た、コインが衝突した衝撃等によって、蓋体５２、６２が移動して弾みで開口穴５３、６
３が開放されるのを防ぎ、補助タンク５０、６０を遊技機本体４から取り出した際に、補
助タンク５０、６０内のコインが開口穴５３、６３から漏れ出るのを防ぐことができる。
【００２７】
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　また、例えば遊技機１の搬送中に、蓋体５２、６２が回動して開口穴５３、６３が開放
されるのを防ぐことができ、遊技機本体４の底面２Ｂのコイン回収穴２Ｆから補助タンク
５０、６０の開口穴５３、６３を介して遊技機本体４の内部に針金等の異物を挿入する等
の不正行為を防ぐことができる。
【００２８】
　手段６は、手段５に記載の遊技機１において、閉塞位置保持手段は、蓋体５２に設けら
れ、蓋体５２が回動する回動中心軸線の延在方向と同方向に突出する凸部２０５、２０６
と、タンク本体５１に設けられ、蓋体５２が閉塞位置に配置された場合に、凸部２０５、
２０６が挿入されて蓋体５２の開放側への移動を規制する閉塞係止穴１２３、１２５によ
って構成されることを特徴とする。
【００２９】
　手段６は、手段５に記載した閉塞位置保持手段の具体的な構成の一例を示すものであり
、これによれば、蓋体５２を閉塞位置に配置した場合に、蓋体５２の凸部２０５、２０６
をタンク本体５１の閉塞係止穴１２３、１２５に挿入して、蓋体５２の開放側への移動を
規制することができる。
【００３０】
　従って、蓋体５２を閉塞位置に保持することができ、例えば遊技機１の搬送時における
衝撃やコインが落下して衝突した衝撃等によって蓋体５２が開放側に移動して開口穴５３
が開放されるのを防ぐことができる。
【００３１】
　また、凸部２０５、２０６は、閉塞位置では閉塞係止穴１２３、１２５に挿入されてお
り、外部に露出することはない。従って、コインが落下して凸部２０５、２０６に衝突す
るのを防ぎ、凸部２０５、２０６が破壊されるのを防ぐことができ、閉塞位置への良好な
保持を好適に維持することができる。
【００３２】
　手段７は、手段５に記載の遊技機１において、閉塞位置保持手段は、蓋体６２に取り付
けられて、蓋体６２が閉塞位置に配置された場合にタンク本体６１に穿設されている貫通
孔３１１、３１２に先端部４２２ａが挿通されるグロメット４２２と、グロメット４２２
に対して押し込み方向又は引っ張り方向に往復移動自在に支持され、押し込み方向への移
動によりグロメット４２２の先端部４２２ａを拡径させてタンク本体６１に係止させ、引
っ張り方向への移動によりグロメット４２２の先端部４２２ａを貫通孔３１１、３１２の
内径以下に縮径可能な状態としてタンク本体６１への係止を解除させるプランジャ４２３
とによって構成されることを特徴とする。
【００３３】
　手段７によれば、蓋体６２を閉塞位置に配置して、グロメット４２２の先端部４２２ａ
をタンク本体６１の貫通孔３１１、３１２に挿通し、プランジャ４２３を押し込み方向に
移動させた場合に、グロメット４２２の先端部４２２ａを拡径させてタンク本体６１に係
止することができる。従って、蓋体６２を閉塞位置に簡単に固定することができる。
【００３４】
　また、グロメット４２２の先端部４２２ａがタンク本体６１に係止された状態からプラ
ンジャ４２３を引っ張り方向に移動させた場合に、グロメット４２２の先端部４２２ａを
貫通孔３１１、３１２の内径以下に縮径可能な状態とし、タンク本体６１への係止を解除
することができる。従って蓋体６２の閉塞位置への固定を簡単に解除することができる。
【００３５】
　手段８は、手段１～７のいずれか１項に記載の遊技機１において、補助タンク５０、６
０は、蓋体５２、６２を開放位置に保持する開放位置保持手段を有することを特徴とする
。
【００３６】
　手段８によると、蓋体５２、６２を開放位置に保持することができるので、例えば自動
回収用として使用中に、コインが衝突した衝撃等によって、蓋体５２、６２が開放位置か
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ら閉塞位置に移動して開口穴５３、６３を閉塞してしまうのを防ぐことができ、遊技機本
体内にコインが詰まるのを防ぐことができる。
【００３７】
　手段９は、手段８に記載の遊技機１において、開放位置保持手段は、蓋体５２に設けら
れ、蓋体５２から回動中心軸線が延在する方向と同方向に突出する凸部２０５、２０６と
、タンク本体５１に設けられ、蓋体５２が開放位置に配置された場合に、凸部２０５、２
０６が挿入されて蓋体５２の閉塞側への移動を規制する開放係止穴１４２、１４４によっ
て構成されることを特徴とする。
【００３８】
　手段９は、手段８に記載した開放位置保持手段の具体的な構成の一例を示すものであり
、これによれば、蓋体５２を開放位置に配置した場合に、蓋体５２の凸部２０５、２０６
をタンク本体５１の開放係止穴１４２、１４４に挿入して、蓋体５２を開放位置に保持す
ることができる。従って、蓋体５２の閉塞側への移動を規制することができ、例えばコイ
ンが落下して衝突した衝撃によって蓋体５２が閉塞側に移動して開口穴５３が閉塞される
のを防ぐことができる。
【００３９】
　また、凸部２０５、２０６は、開放位置では開放係止穴１４２、１４４に挿入されてお
り、外部に露出することはない。従って、コインが落下して凸部２０５、２０６に衝突す
るのを防ぎ、凸部２０５、２０６が破壊されるのを防ぐことができ、閉塞位置への良好な
保持を好適に維持することができる。
【００４０】
　手段１０は、手段８に記載の遊技機１において、開放位置保持手段は、蓋体６２とタン
ク本体６１との間に介装されて、蓋体６２を閉塞位置側から開放位置側に向かって付勢す
る付勢手段６８によって構成されていることを特徴とする。
【００４１】
　手段１０は、手段８に記載した開放位置保持手段の具体的な構成の一例を示すものであ
り、これによれば、付勢手段６８の付勢力により蓋体６２を開放側に向かって付勢して開
放位置に保持することができる。従って、蓋体６２の閉塞側への移動を規制することがで
き、例えばコインが落下して衝突した衝撃によって蓋体６２が閉塞側に移動して開口穴６
３が閉塞されるのを防ぐことができる。
【００４２】
　手段１１の遊技機は、ホッパから溢れたコインが収容される補助タンクを有する遊技機
において、前記補助タンクは、上部が開放された有底箱形状を呈し、底部に開口穴が形成
されたタンク本体と、前記底部に重なって前記開口穴を閉塞する閉塞位置と、該閉塞位置
から前記有底箱形状の側壁に沿って起立させて前記開口穴を開放する開放位置との間で回
動可能に前記タンク本体の内方に支持された閉塞部材と、前記閉塞部材を前記閉塞位置に
保持する閉塞位置保持手段と、前記閉塞部材を、前記側壁に沿って起立した状態の前記開
放位置に保持する開放位置保持手段と、を備え、前記閉塞部材は、前記閉塞位置保持手段
及び前記開放位置保持手段により、それぞれ前記閉塞位置と前記開放位置の何れか一方に
選択的に配置して保持することが可能とされ、前記開放位置保持手段及び前記閉塞位置保
持手段の何れにも保持されていない前記開放位置と前記閉塞位置との間の回動途中位置に
おける予め設定された傾斜角度において取り外し方向に移動させた場合には、前記閉塞部
材の前記タンク本体への支持を解除して前記閉塞部材を前記タンク本体から取り外し可能
な構成を有し、前記開放位置保持手段に保持された前記開放位置、又は前記閉塞位置保持
手段に保持された前記閉塞位置に配置されている場合において、前記タンク本体からの取
り外しが阻止され、前記開放位置にある場合における前記側壁と対向する面の回動先端側
に、前記コインの外径よりも小さい間隔で並んで設けられた複数の突起を有することを特
徴とする。
【００４３】
　［第１実施の形態］
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　以下、本発明の第１実施の形態について、遊技機の一例としてスロットマシン１の場合
を例に図面に基づいて説明する。図１は、スロットマシン１の前面扉３が閉じた状態を示
す斜視図、図２は、スロットマシン１の前面扉３が開いた状態を示す斜視図、図３は、ス
ロットマシン１の筐体２内を正面から示す図、図４は、図３のＩ－Ｉ線断面矢視図である
。
【００４４】
　スロットマシン１は、図１及び図２に示すように、筐体２と前面扉３とからなる正面視
略矩形状の本体４を有する。
【００４５】
　前面扉３は、略平板状のフレーム２０に、スタートレバー２６やセレクタ９等の種々の
装置類が装着されて構成されている。フレーム２０は、フレーム２０の上端部から高さ方
向略中央部まで下方に移行するに従って手前側に突出するように傾斜した傾斜部２０Ａと
、傾斜部２０Ａの下端から手前側に突出してフレーム２０の左右に亘って所定の高さ幅で
延在する突出部２０Ｂと、突出部２０Ｂよりも奥側に後退した位置で突出部２０Ｂからフ
レーム２０の下端部まで垂下する垂下部２０Ｃを有する。
【００４６】
　フレーム２０は、左端部の上下複数カ所がヒンジ５（図２を参照）によって筐体２に連
結されて取り付けられ、筐体２の前面側の開放部を容易に開放及び閉塞できるようになっ
ている。そして、フレーム２０の右端部には、筐体２に対して前面扉３を閉塞して施錠状
態とする施錠装置６と、その施錠装置６による施錠状態を解除して前面扉３を開放するた
めのキーシリンダ７が設けられている。
【００４７】
　そして、前面扉３の前面には、フレーム２０に取り付けられた装置類によって、上方か
ら下方に向かって順番に並ぶように、演出部３Ａ、表示部３Ｂ、操作部３Ｃ、装飾部３Ｄ
、払出部３Ｅが形成されている。
【００４８】
　演出部３Ａは、遊技者に対して光や音、映像を用いて演出を行う演出装置２１を有する
。演出装置２１は、フレーム２０の傾斜部２０Ａに取り付けられており、遊技の進行に伴
って点灯・点滅する上部ランプ２１ａと、上部ランプ２１ａの下方位置で左右両側に各々
配置されて種々の効果音等を発生させる一対のスピーカ２１ｂ－１、２１ｂ－２と、これ
ら一対のスピーカ２１ｂ－１、２１ｂ－２の間に配設されて、画像・映像等の種々の情報
を表示する液晶ディスプレイ２１ｃを有する。
【００４９】
　表示部３Ｂは、遊技者に遊技状態を示す表示用パネル２２を有する。表示用パネル２２
は、フレーム２０の傾斜部２０Ａに開口する矩形の開口部に嵌合されて取り付けられてい
る。表示用パネル２２の略中央位置には、透明又は半透明な材質によって表示窓２２ａが
一体成形されており、その表示窓２２ａから筐体２内の回転リール１１ａ～１１ｃを視認
できるようになっている。
【００５０】
　操作部３Ｃは、表示用パネル２２の下端から手前側に向かって平面状に突出する突出部
２０Ｂの上面部２０Ｂａに、ベットボタン２３とコイン投入口２４とが左右に離れて設け
られている。そして、上面部２０Ｂａの手前側の端部で折曲されて垂下する突出部２０Ｂ
の前面部２０Ｂｂに、精算ボタン２５、回転リール１１ａ～１１ｃの回転開始を指示する
ためのスタートレバー２６、回転リール１１ａ～１１ｃの回転停止を支持するためのスト
ップボタン２７等の各操作手段が横一列に並ぶように配設されている。突出部２０Ｂの前
面部２０Ｂｂには各操作手段の周りをカバーするカバー部材２８が取り付けられている。
カバー部材２８は、フレーム２０の突出部２０Ｂの前方で左右に亘って延在する帯板形状
を有している。
【００５１】
　装飾部３Ｄは、機種名や遊技に関わるキャラクタ等を表示する装飾用パネル４０を有す
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る。装飾用パネル４０は、装飾用パネル４０の裏面側に設けられた照明装置の光源Ｐから
照射される光によって照明されて、装飾が際立つようになっている。照明装置は、光源Ｐ
として冷陰極管を備えており、図４に示すように、装飾用パネル４０の表示部４２とフレ
ーム２０の垂下部２０Ｃとの間で前面扉３の左右に延在し、両端がフレーム２０に支持さ
れている。光源Ｐは、電源の供給を受けて放射状に光を照射する。
【００５２】
　装飾用パネル４０は、保護カバー４１と減光手段４４を備えている。保護カバー４１は
、フレーム２０の垂下部２０Ｃの前方で上下に延在する表示部４２と、表示部４２の下端
で折曲されて後方に向かって延在し、コイン受け皿３３に対向する対向部４３とが一体に
形成され、透明又は半透明のプラスチックやアクリル等、硬質の合成樹脂製材料等の光透
過性部材によって構成されている。
【００５３】
　減光手段４４は、保護カバー４１の対向部４３の少なくとも一部を覆い、光源Ｐからコ
イン受け皿３３に向かって照射される光を減光する構成を有しており、対向部４３の上面
に取り付けられて光源Ｐからコイン受け皿３３に向かって照射される光を遮光する遮光プ
レート４５と、遮光プレート４５に開口して光源Ｐからコイン受け皿３３に向かって照射
される光を通過させる開口部４６と、開口部４６に脱着自在に取り付けられて開口部４６
を通過する光を透過させて光量や色等を変更する透過光調整部４７によって構成されてい
る。
【００５４】
　開口部４６は、図４に示すように、光源Ｐから照射された光が通過してコイン受け皿３
３を照明する位置に設けられている。開口部４６の大きさは、光源Ｐからコイン受け皿３
３内を照明するのに必要で且つ遊技者が眩しくない程度の光量の光を透過させることがで
きる大きさに設定されている。
【００５５】
　従って、光源Ｐから照射された光を減光手段４４で減光して、コイン受け皿３３に照射
される光の光量を調整することができ、適切な光量の光でコイン受け皿３３を照明でき、
遊技者にとって眩しすぎず、且つ、コイン受け皿３３上のコインの存否確認を容易ならし
め、コイン受け皿３３上のコインの取り忘れを防ぐことができる。
【００５６】
　特に、コイン受け皿３３の底板部３３Ａの強度を補強するために底板部３３Ａの底面に
金属製の板部材が敷設されて、上方からの光を反射し易い構造となっている場合には、減
光手段４４によって適切な光量に減光することにより、遊技者が眩しく感じるのを有効に
防ぐことができる。
【００５７】
　そして、保護カバー４１の表示部４２と対向部４３が一体に形成されているので、光を
透過させるための開口部等を保護カバー４１に開ける必要がない。従って、針金等の棒状
の異物が保護カバー４１を貫通して挿入されるおそれがなく、スロットマシン１の設定状
態を不正に変更する等の不正行為を有効に防ぐことができる。
【００５８】
　払出部３Ｅは、コイン払出口３１や演出用スピーカ３２Ｌ、３２Ｒ、コイン受け皿３３
等を有する。コイン払出口３１は、図１に示すように、フレーム２０の左右方向略中央位
置に開口形成されており、排出用通路８（図２を参照）の下流端が連通して接続されてい
る。演出用スピーカ３２Ｌ、３２Ｒは、コイン払出口３１の左右方向両側に位置するよう
に前面扉３のフレーム２０に取り付けられている。
【００５９】
　コイン受け皿３３は、コイン受け皿取付板３０を介してフレーム２０に取り付けられて
いる。コイン受け皿取付板３０は、一枚の平板状の金属板によって構成されており、フレ
ーム２０の垂下部２０Ｃに重ね合わせるように取り付けられて、前面扉３の左右に亘って
延在し、左右の演出用スピーカ３２Ｌ、３２Ｒの前面を覆っている。
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【００６０】
　コイン受け皿取付板３０の略中央には、フレーム２０のコイン払出口３１の位置に対応
してコイン出口３０ａが開口形成されており、コイン払出口３１からコイン受け皿３３に
コインが排出されるようになっている。また、コイン受け皿取付板３０の左右両側には、
演出用スピーカ３２Ｌ、３２Ｒの位置に対応して複数の小孔３０ｂがメッシュ状に形成さ
れて、演出用スピーカ３２Ｌ、３２Ｒからの音声等が前面扉３の前方である手前側に向か
って発せられるようになっている。
【００６１】
　コイン受け皿３３は、フレーム２０の垂下部２０Ｃから手前側に突出して前面扉３の左
右に延在するように取り付けられている。コイン受け皿３３は、コイン払出口３１よりも
下方位置で底面が左右に広がる底板部３３Ａと、底板部３３Ａの外端縁に沿って設けられ
て底面から上方に延出する縦壁部３３Ｂを有し、コイン受け皿取付板３０に取り付けられ
た場合に、縦壁部３３Ｂとコイン受け皿取付板３０との間に囲まれて上方が開放された所
定枚数のコインを貯留可能な貯留空間を形成する構成を有する。
【００６２】
　縦壁部３３Ｂは、コイン受け皿取付板３０から手前側に向かって延出するように基端が
コイン受け皿取付板３０に固定される左右一対の側面壁部３３Ｂａ、３３Ｂｂと、コイン
受け皿取付板３０に沿って左右に延在するように一対の側面壁部３３Ｂａ、３３Ｂｂの先
端間を連結してコイン払出口３１に対向配置される正面壁部３３Ｂｃを有する。
【００６３】
　左側面壁部３３Ｂａは、前面扉３の左端部よりも内方に位置し、前面扉３の左端部と左
側面壁部３３Ｂａとの間には灰皿３３Ｃが配設されている。右側面壁部３３Ｂｂは、前面
扉３の右端部に沿って位置し、コイン受け皿取付板３０から手前側に向かって移行するに
したがって右側面壁部３３Ｂｂの上端が漸次下方に移行し、正面壁部３３Ｂｃの上端に滑
らかに連続している。
【００６４】
　筐体２は、スロットマシン１の骨格をなす部材であり、天板２Ａ、底板２Ｂ、背板２Ｃ
、左側板２Ｄ、右側板２Ｅからなり、図２に示すように、前面側を開放部とした箱形状を
有している。
【００６５】
　筐体２内の略中央高さ位置には、リールユニット１１が配設されている。リールユニッ
ト１１は、複数個の回転リール１１ａ～１１ｃを有している。各回転リール１１ａ～１１
ｃは、その回転中心軸線が筐体２の横幅方向に同一軸線上に延びるように配置されており
、表示窓２２ａから回転リール１１ａ～１１ｃの表面を視認できるようになっている。
【００６６】
　回転リール１１ａ～１１ｃの表面には、周回方向に所定間隔をおいて複数種類の図柄が
表示されており、表示窓２２ａから上下に３つの図柄が視認できるように配置されている
。そして、リール１１ａ～１１ｃの正転により、各表示窓２２ａには各種図柄が上から下
に移動しているように映し出される。
【００６７】
　各リール１１ａ～１１ｃは、個々にステッピングモータ（図示せず）に連結されており
、各ステッピングモータにより別個独立して回転駆動され、リール表面の図柄が表示窓２
２ａから視認可能な位置に停止される。
【００６８】
　筐体２内の上部位置には、主基板ユニット１２が配設されている。主基板ユニット１２
は、スロットマシン１の遊技動作を制御するメイン制御基板が制御基板収納ボックス内に
収容された状態で、台座装置によって筐体２内の背板２Ｃに取付支持されている。
【００６９】
　筐体２内の下部位置には、電源ボックス１３とコイン払出手段１４と補助タンク５０が
左右に並んで配置されている。電源ボックス１３は、筐体２の左側板２Ｄに沿って設けら
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れており、開閉扉１３ａを開くことで露出される正面部には、電源スイッチ、リセットス
イッチ、設定キー挿入孔（いずれも図示せず）が設けられている。電源スイッチは、主制
御装置等を始めとする各部に電源を供給するための起動スイッチである。
【００７０】
　リセットスイッチは、スロットマシンの各種状態をリセットするためのスイッチである
。本スロットマシン１は、各種データのバックアップ機能を有しており、万一停電が発生
した際でも停電時の状態を保持し、停電からの復旧（復電）の際には停電時の状態に復帰
できるようになっている。したがって、例えば遊技ホールの営業が終了する場合のように
通常手順で電源を遮断すると遮断前の状態が記憶保持されるが、リセットスイッチを押し
ながら電源スイッチをオンすると、バックアップデータがリセットされるようになってい
る。また、電源スイッチがオンされている状態でリセットスイッチを押した場合には、エ
ラー状態がリセットされる。
【００７１】
　設定キー挿入孔は、ホール管理者などがコインの出玉調整を行うためのものである。す
なわち、ホール管理者等が設定キーを設定キー挿入孔へ挿入して操作することにより、ス
ロットマシン１の設定状態（当選確率設定処理）を「設定１」から「設定６」まで変更で
きるようになっている。
【００７２】
　コイン払出手段１４は、図示していないスライド機構を介して筐体２の底板２Ｂの上面
に取り付けられており、前面扉３を開放した状態で筐体２内から前方に向かって引き出す
ことができるようになっている。
【００７３】
　コイン払出手段１４は、コインを貯留するホッパ１５と、ホッパ１５内のコインをコイ
ン受け皿３３に払い出す払出装置１６と、ホッパ１５から溢れたコインをホッパ１５の外
に排出するコイン排出口１８等を備えている。そして、底板２Ｂの上面に払出装置１６が
スライド移動可能に支持され、払出装置１６の上部にホッパ１５が取り付けられ、ホッパ
１５にコイン排出口１８が形成されている。
【００７４】
　払出装置１６は、モータ等の駆動手段により回転体を回転させて（いずれも図示せず）
、ホッパ１５内のコインを払出口１６ａから払い出して排出用通路８に流入させる構成を
有する。ホッパ１５は、筐体２の上下方向に延在する平面視略矩形の胴部１５Ａと、胴部
１５Ａの下端部を閉塞する底部１５Ｂとからなる有底筒状をなす。胴部１５Ａは、左壁部
１５Ａｃと右壁部１５Ａｄとが筐体２の左側板２Ｄ、右側板２Ｅと平行に延在し、後壁部
１５Ａｂが筐体２の背板２Ｃに沿って延在し、前壁部１５Ａａが筐体２の前部で左右に延
在するように配置される。
【００７５】
　そして、胴部１５Ａの上端部は、上方に向かって開放されており、ホッパ１５内にコイ
ンが投入される投入口１７が形成されている。底部１５Ｂは、互いに対向して下方に移行
するにしたがって漸次接近するように傾斜した左右一対の傾斜部１５Ｂａ、１５Ｂｂを有
している。これら左右一対の傾斜部１５Ｂａ、１５Ｂｂのうち、図３で左側に示される傾
斜部１５Ｂａには、払出装置１６にコインを供給する供給口が形成されている。
【００７６】
　そして、図３で右側に示される傾斜部１５Ｂｂは、払出装置１６よりも筐体２の右側板
２Ｅ側に突出し、底板２Ｂの上面と対向している。コイン排出口１８は、補助タンク５０
の上方に位置し、ホッパ１５から溢れてコイン排出口１８から排出されたコインを補助タ
ンク５０内に落下させることができるように、胴部１５Ａの右壁部１５Ａｄに形成されて
いる。
【００７７】
　補助タンク５０は、コイン排出口１８から排出されたコインを貯留する手動回収と、コ
インを通過させて自動回収装置（図示せず）によって回収させる自動回収の両方に対応可
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能な構造を有する。
【００７８】
　補助タンク５０は、前面扉３を開放した状態で筐体２内から前方に向かって引き出すこ
とができるように、筐体２の底板２Ｂの上面に載せた状態で収容される。筐体２の底板２
Ｂには、補助タンク５０に収容したコインを筐体２の下方に位置する自動回収装置に供給
するためのコイン回収穴２Ｆが開口形成されている。
【００７９】
　補助タンク５０は、図５に示すように、タンク本体５１と、蓋体５２によって構成され
ている。タンク本体５１は、上部が開放された有底の箱形状を有しており、タンク本体５
１の底壁部１０１には、図６に示すように、開口穴５３が形成されている。開口穴５３は
、補助タンク５０が筐体２内に収容された状態で、筐体２の底板２Ｂに開口するコイン回
収穴２Ｆと連通する位置に形成されている。
【００８０】
　蓋体５２は、タンク本体５１の内方でタンク本体５１に回動自在に支持されて、開口穴
５３を閉塞する閉塞位置と、開口穴５３を開放する開放位置のいずれか一方に選択的に配
置可能な構成を有する。
【００８１】
　補助タンク５０は、蓋体５２を閉塞位置に配置して開口穴５３を閉塞した状態で筐体２
内に装着することにより、補助タンク５０内に回収されたコインを貯留することができ、
また、蓋体５２を開放位置に配置して開口穴５３を開放した状態で筐体２内に装着するこ
とにより、補助タンク５０内に回収されたコインを、補助タンク５０の開口穴５３から筐
体２の底板２Ｂに開口するコイン回収穴２Ｆを通過させて、筐体２の下方に位置する自動
回収装置に供給し、自動回収装置によって回収させることができるようになっている。
【００８２】
　また、補助タンク５０は、蓋体５２を開放位置と閉塞位置との中間の予め設定された傾
斜角度位置に配置して取り外し方向に移動させた場合に、蓋体５２のタンク本体５１への
支持を解除して蓋体５２をタンク本体５１から取り外し可能な構成を有する。
【００８３】
　以下、補助タンク５０の構成について詳細に説明する。図５は、補助タンク５０の開口
部５３が蓋体５２によって閉塞された状態を示す補助タンク５０の斜視図、図６は、補助
タンク５０の開口部５３が開放された状態を示す補助タンク５０の斜視図、図７は、補助
タンク５０の平面図、図８は、図７のＩＩ－ＩＩ線断面矢視図、図９は、蓋体５２を示す
斜視図、図１０は、蓋体５２の側面図、図１１は、蓋体５２をタンク本体５１に取り付け
る取付方法を説明する図、図１２は、蓋体５２の支持状態を説明する図、図１３は、図５
のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面矢視図、図１４は、図７のＩＶ－ＩＶ線断面矢視図、図１５は、
図６のＶ－Ｖ線断面矢視図である。
【００８４】
　補助タンク５０のタンク本体５１は、図５～図８に示すように、平面視略矩形状の底壁
部１０１と、底壁部１０１の周りを囲うように底壁部１０１から起立する前壁部１０２、
後壁部１０３、左側壁部１０４、右側壁部１０５を有する。
【００８５】
　前壁部１０２と後壁部１０３は、底壁部１０１の前後でそれぞれ上方に向かって折曲さ
れて互いに対向し、左側壁部１０４と右側壁部１０５は、底壁部１０１の両側端部でそれ
ぞれ上方に向かって折曲されて対向する。
【００８６】
　そして、タンク本体５１の上部には、上方に向かって開口する矩形の開口部５４が形成
されている。開口部５４は、前壁部１０２の上端部でタンク本体５１の左右方向に延在す
る前端縁部１０２ａ、右側壁部１０５の上端部でタンク本体５１の前後方向に延在する右
端縁部１０５ａ、後壁部１０３の上端部でタンク本体５１の左右方向に延在する後端縁部
１０３ａ、左側壁部１０４の上端部でタンク本体５１の前後方向に延在する左端縁部１０
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４ａを有しており、平面視略矩形の開口形状を有する。
【００８７】
　そして、筐体２内で、開口部５４の前端縁部１０２ａが筐体２の前部開口部分に沿って
筐体２の左右方向に延在し、右端縁部１０５ａが筐体２内で右側板２Ｅに沿って筐体２の
前後方向に延在し、後端縁部１０３ａが筐体２内で背板２Ｃに沿って筐体２の左右方向に
延在し、左端縁部１０４ａがコイン払出手段１４に沿って筐体２の前後方向に延在する。
【００８８】
　補助タンク５０は、図３及び図４に示すように、コイン払出手段１４と筐体２の右側板
２Ｅとの間に形成されたスペースに収容されてコイン払出手段１４のコイン排出口１８の
下方に配置される。そして、筐体２内に装着して前面扉３を閉じた場合に、タンク本体５
１の左側壁部１０４がホッパ１５に対向してタンク本体５１の上側及び左側への移動が規
制され、同時に、タンク本体５１の右側壁部１０５が筐体２の右側板２Ｅに対向してタン
ク本体５１の左右への移動が規制され、更に、タンク本体５１の後壁部１０３が筐体２の
背板２Ｃに対向してタンク本体５１の後方への移動が規制され、タンク本体５１の前壁部
１０２が前面扉３のスピーカ３２Ｒに対向して、タンク本体５１の前方への移動が規制さ
れる。
【００８９】
　タンク本体５１の底壁部１０１は、図５～図８に示すように、前壁部１０２の下端から
後方に移行するに従って漸次下方に移行する傾斜面部１１１と、傾斜面部１１１の後側で
水平に延在して筐体２の底板２Ｂの上面に接面する水平面部１２１を有している。
【００９０】
　傾斜面部１１１の上面には、複数の凸条部１１２が設けられている。凸条部１１２は、
傾斜面部１１１の強度を補強するものであり、上方から落下してきたコインが衝突した場
合に、傾斜面部１１１の上面に傷が付いたり傾斜面部１１１が破損するのを防止している
。各凸条部１１２は、左右に所定間隔をおいて前後に延在するように配設されている。
【００９１】
　傾斜面部１１１の下面には、前壁部１０２の下端と水平面部１２１の前端との間を緩や
かな円弧曲線で結ぶ凸状に形成された複数枚のリブ１１３が突設されており、補助タンク
５０を筐体２内から前方に引き出す際に、引っ掛かることなく円滑に引き出すことができ
る。
【００９２】
　タンク本体５１の開口穴５３は、水平面部１２１の中央に形成されており、コイン回収
穴２Ｆの形状に沿うように平面視略矩形状をなし、開口穴５３の周りに水平面部１２１の
上面１２１ａが所定幅で連続する大きさを有する。水平面部１２１は、蓋体５２を水平面
部１２１の上面１２１ａに重ねて閉塞位置に配置した場合に、蓋体５２の下面２０１ｂと
水平面部１２１の上面１２１ａとが開口穴５３の周りに周状に連続して対向して接面する
形状を有する。
【００９３】
　水平面部１２１の左側端部には、蓋体５２を回動自在に支持する支持手段５６が設けら
れている。支持手段５６は、蓋体５２を閉塞位置と開放位置との中間の予め設定された傾
斜角度位置に配置してタンク本体５１に対して取り外し方向である上方に向かって移動さ
せた場合に、支持を解除して蓋体５２を取り外すことが可能な構成を有する。
【００９４】
　支持手段５６は、水平面部１２１の前部に形成されて蓋体５２の前側支持軸（第１支持
軸）２１２を回転自在に支持する前側支持部（第１支持部）１３１と、水平面部１２１の
後部に形成されて蓋体５２の後側支持軸（第２支持軸）２１３を回転自在に支持する後側
支持部（第２支持部）１３４と、水平面部１２１の前後方向中間位置に形成されて蓋体５
２の中間支持軸２１４を回転自在に支持する中間支持部１３７とを有する。
【００９５】
　前側支持部１３１は、水平面部１２１から上方に向かって突出する突起部１３２と、突
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起部１３２の後面に開口してタンク本体５１の前方に向かって延在する孔部１３３によっ
て構成される。孔部１３３は、蓋体５２の前側支持軸２１２を挿入可能な内径を有し、挿
入された前側支持軸２１２が回転自在に支持される。
【００９６】
　後側支持部１３４は、後側支持軸２１３を回転自在に支持する構成を有する。そして、
後側支持部１３４には、後側支持軸２１３の取り外し方向である上方に向かって開口し、
蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置して取り外し方向である上方に向かって移動させた
場合に後側支持軸２１３を通過させて後側支持部１３４からの取り外しを可能とするスリ
ット部１３４ａが形成されている。
【００９７】
　後側支持部１３４は、図１１及び図１２に示すように、左側壁部１０４との間に所定の
間隙を開けて水平面部１２１から上方に起立するリブ１３５と、リブ１３５の上端に対向
して左側壁部１０４から突出する爪部１３６を有する。
【００９８】
　リブ１３５は、図１２に示すように、水平面部１２１からほぼ垂直に突出する腕部１３
５ａと、腕部１３５ａの上端から左側壁部１０４の爪部１３６側に向かって突出する爪部
１３５ｂを有する。腕部１３５ａは、左側壁部１０４との間に後側支持軸２１３の外径よ
りも若干広い間隔を有して対向し、後側支持軸２１３の外径よりも高い高さ位置まで突出
している。爪部１３５ｂは、爪部１３５ｂと爪部１３６との間隔が、後側支持軸２１３の
外径よりも狭く且つ後側支持軸２１３の一対の平坦面２１３ａ、２１３ｂの間隔とほぼ同
一若しくは若干広い間隔となるように形成されている。スリット部１３４ａは、爪部１３
５ｂと爪部１３６との間に形成されている。
【００９９】
　中間支持部１３７は、中間支持軸２１４を回転自在に支持する構成を有する。中間支持
部１３７には、中間支持軸２１４の取り外し方向である上方に向かって開口し、蓋体５２
を所定の傾斜角度位置に配置して取り外し方向である上方に向かって移動させた場合に中
間支持軸２１４を通過させて中間支持部１３７からの取り外しを可能とするスリット部１
３７ａが形成されている。
【０１００】
　中間支持部１３７は、後側支持部１３４と同一形状のリブ１３８と爪部１３９を有する
。リブ１３８は、水平面部１２１からほぼ垂直に突出する腕部１３８ａと、腕部１３８ａ
の上端から左側壁部１０４の爪部１３９側に向かって突出する爪部１３８ｂを有する。腕
部１３８ａは、蓋体５２の中間支持軸２１４の外径よりも広い間隔で左側壁部１０４と対
向し、中間支持軸２１４の外径よりも高い高さ位置まで突出している。爪部１３８ｂは、
爪部１３８ｂと爪部１３９との間隔が、中間支持軸２１４の外径よりも狭く且つ中間支持
軸２１４の一対の平坦面２１４ａ、２１４ｂ（図９参照）の間隔とほぼ同一若しくは若干
広い間隔となるように形成されている。スリット部１３７ａは、爪部１３８ｂと爪部１３
９との間に形成されている。
【０１０１】
　水平面部１２１の右側端部には、蓋体５２を水平面部１２１の上に重ねて開口穴５３を
閉塞する位置である閉塞位置に配置した場合に、蓋体５２の前側凸部２０５が挿入されて
係止される前側閉塞係止穴１２３と、蓋体５２の後側凸部２０６が挿入されて係止される
後側閉塞係止穴１２５が設けられている。
【０１０２】
　前側閉塞係止穴１２３は、閉塞位置に配置された蓋体５２の前端面２０１ｃと対向する
前側対向面１２２に凹設されている。前側対向面１２２は、水平面部１２１の前部で左右
に延在して前方から後方に向かって段状に下がる形状を有する。後側閉塞係止穴１２５は
、閉塞位置に配置された蓋体５２の後端面２０１ｄと対向する後側対向面１２４に凹設さ
れている。後側対向面１２４は、水平面部１２１の後部で左右に延在して前方から後方に
向かって段状に上がる形状を有する。
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【０１０３】
　タンク本体５１の左側壁部１０４には、蓋体５２を左側壁部１０４に沿って起立させて
開口穴５３を開放する位置である開放位置に配置した場合に、蓋体５２の前側凸部２０５
が挿入されて係止される前側開放係止穴１４２と、蓋体５２の後側凸部２０６が挿入され
て係止される後側開放係止穴１４４が設けられている。
【０１０４】
　前側開放係止穴１４２は、開放位置に配置された蓋体５２の前端面２０１ｃと対向する
前側対向面１４１に凹設されている。前側対向面１４１は、左側壁部１０４の前部で上下
に延在し、タンク本体５１の横幅方向外側から横幅方向中央に向かって段状に突出する形
状を有する。後側開放係止穴１４４は、開放位置に配置された蓋体５２の後端面２０１ｄ
と対向する後側対向面１４３に凹設されている。後側対向面１４３は、左側壁部１０４の
後部で上下に延在し、タンク本体５１の横幅方向外側から横幅方向中央に向かって段状に
突出する形状を有する。
【０１０５】
　タンク本体５１の左側壁部１０４及び右側壁部１０５は、タンク本体５１の前後方向中
間部分の方が前端部分及び後端部分よりも横幅方向外側に若干膨らむように、湾曲して形
成されている。これにより、コインの重さに対するタンク本体５１の強度を向上させると
共に、横幅方向内側への反りが防止されている。
【０１０６】
　タンク本体５１の前壁部１０２は、開口部５４の前端縁部１０２ａを上端とし、開口部
５４の前端縁部１０２ａから下方に延出する上前壁部１５１と、その上前壁部１５１の下
端で折曲されて引き出し方向後側に水平に延在する中前壁部１５２と、中前壁部１５２の
後端から下方に延出して底壁部１０１の前端に連結される下前壁部１５３を備える。
【０１０７】
　そして、前壁部１０２には、引掛部５５が一体に形成されている。引掛部５５は、上前
壁部１５１の下端から下方に突出し、下前壁部１５３の前方に対向して、下前壁部１５３
との間に指先を下方から挿入可能な間隙を形成する垂下片１５４と、垂下片１５４の両側
端部で後方に向かって折曲されて下前壁部１５３の左右の側端部に接続される側壁１５５
を有する。垂下片１５４の長さは、下方から挿入した指先が第１関節くらいまで入り込む
深さとなるように設定されている。側壁１５５は、垂下片１５４の両側端部と下前壁部１
５３の両側端部との間をそれぞれ連結して、引掛部５５のタンク本体５１への取り付け剛
性を向上させている。
【０１０８】
　引掛部５５は、垂下片１５４と下前壁部１５３との間に下方から指先を挿入してタンク
本体５１を筐体２の前方に引き出すことができる。そして、筐体２内から取り出した際に
、指先が垂下片１５４と下前壁部１５３との間に挿入されているので、補助タンク５０を
安定して持つことができる。従って、補助タンク５０を筐体２内から前方に引き出して持
ち上げるという一連の作業を連続して円滑に行うことができる。
【０１０９】
　また、前壁部１０２の中前壁部１５２と下前壁部１５３が、開口部５４の前端縁部１０
２ａよりも引き出し方向後側に後退して開口部５４の内方に位置するように設けられてい
るので、開口部５４の前端縁部１０２ａをタンク本体５１の前側位置に配置することがで
きる。従って、引掛部５５を設けていながらも、開口部５４の前端縁部１０２ａを引き出
し方向前側に配置でき、筐体２内の限られた空間内で開口部５４の開口面積をより広く確
保することができる。
【０１１０】
　従って、例えばホール従業員等によってホッパ１５から補助タンク５０にコインを掻き
出す作業が行われた場合に、コイン排出口１８から排出されたコインを、筐体２から外部
に飛び出させることなく、開口部５４から補助タンク５０のタンク本体５１内にスムーズ
に回収することができ、ホッパ１５から補助タンク５０へのコインの移動作業を迅速かつ
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容易に行わせることができる。
【０１１１】
　タンク本体５１の後壁部１０３には、センサ挿入部５７が形成されている。センサ挿入
部５７は、補助タンク５０を手動回収用として使用する場合に、筐体２に設けられた補助
タンク５０内のコインの貯留量を検出するセンサ（図示せず）が挿入される。センサ挿入
部５７は、後壁部１０３の左右方向略中央位置に設けられており、後壁部１０３の上部位
置に形成された第１センサ挿入穴１６１と、後壁部１０３の下部位置に形成された第２セ
ンサ挿入穴１６２を有する。
【０１１２】
　蓋体５２は、例えば図９及び図１０に示すように、平板部２０１と軸部２１１を有する
。平板部２０１は、閉塞位置に配置された場合に、平板部２０１の下面２０１ｂと水平面
部１２１の上面１２１ａとが開口穴５３の周りに周状に連続して対向して接面し、タンク
本体５１の開口穴５３を閉塞する平板形状を有する。
【０１１３】
　平板部２０１の軸部２１１付近の基端側には、前側支持部１３１の突起部１３２との干
渉を避けるための前側切欠部２０２が軸部２１１の前側支持軸２１２に沿って切欠形成さ
れ、また、後側支持部１３４のリブ１３５との干渉を避けるための後側切欠部２０３が軸
部２１１の後側支持軸２１３に沿って切欠形成されている。そして、中間支持部１３７の
リブ１３８との干渉を避けるための開口部２０４が軸部２１１の中間支持軸２１４に沿っ
て開口形成されている。
【０１１４】
　平板部２０１の先端側には、前側凸部２０５と後側凸部２０６が設けられている。前側
凸部２０５は、平板部２０１の前端面２０１ｃから蓋体５２の回動中心軸線が延在する方
向と同方向である平板部２０１の長手方向に沿って突出し、蓋体５２を閉塞位置に配置し
た場合に、前側閉塞係止穴１２３に挿入されて、蓋体５２が閉塞位置から開放位置側に向
かって回動しないように係止される。そして、蓋体５２を開放位置に配置した場合に、前
側凸部２０５が前側開放係止穴１４２に挿入されて、蓋体５２が開放位置から閉塞位置側
に向かって回動しないように係止される。
【０１１５】
　後側凸部２０６は、平板部２０１の後端面２０１ｄから蓋体５２の回動中心軸線が延在
する方向と同方向である平板部２０１の長手方向に沿って突出し、蓋体５２を閉塞位置に
配置した場合に、後側閉塞係止穴１２５に挿入されて（例えば図１４を参照）、蓋体５２
が閉塞位置から開放位置側に向かって回動しないように係止される。そして、蓋体５２を
開放位置に配置した場合に、後側凸部２０６が後側開放係止穴１４４に挿入されて（例え
ば図１５を参照）、蓋体５２が開放位置から閉塞位置側に向かって回動しないように係止
される。
【０１１６】
　これらの前側凸部２０５と後側凸部２０６、及び、前側閉塞係止穴１２３と後側閉塞係
止穴１２５によって、蓋体５２を閉塞位置に保持する閉塞位置保持手段が構成され、前側
凸部２０５と後側凸部２０６、及び、前側開放係止穴１４２と後側開放係止穴１４４によ
って、蓋体５２を開放位置に保持する開放位置保持手段が構成される。
【０１１７】
　従って、蓋体５２を閉塞位置に保持することができ、例えば補助タンク５０を手動回収
用として使用中に、補助タンク５０内のコインを取り出すべく補助タンク５０を遊技機本
体４から取り出して上下逆さにしたときに、開口穴５３の閉塞状態を維持できる。また、
手動回収用として使用中に、コインが衝突した衝撃等によって、蓋体５２が移動して弾み
で開口穴５３が開放されるのを防ぎ、補助タンク５０を筐体２から取り出した際に、補助
タンク５０内のコインが開口穴５３から漏れ出るのを防ぐことができる。また、スロット
マシン１の搬送時に、蓋体５２が閉塞位置から開放側に移動して開口穴５３が開放される
のを防ぐことができ、筐体２のコイン回収穴２Ｆから補助タンク５０の開口穴５３を通し
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て筐体２の内部に針金等の異物を挿入する等の不正行為を防ぐことができる。
【０１１８】
　また、蓋体５２を開放位置に保持することができ、例えば補助タンク５０を自動回収用
として使用中に、コインが衝突した衝撃等によって蓋体５２が開放位置から閉塞位置に移
動して開口穴５３を閉塞するのを防ぐことができ、補助タンク５０内にコインが詰まるの
を防ぐことができる。
【０１１９】
　前側凸部２０５と後側凸部２０６は、閉塞位置では前側閉塞係止穴１２３と後側閉塞係
止穴１２５に挿入され、開放位置では前側開放係止穴１４２と後側開放係止穴１４４に挿
入されており、閉塞位置と開放位置のいずれにおいても、タンク本体５１の内方にて露出
することはない。従って、コインの衝突による前側凸部２０５や後側凸部２０６の破損を
防ぐことができ、開放位置保持手段又は閉塞位置保持手段による蓋体５２の良好な保持を
確保することができる。
【０１２０】
　平板部２０１の上面２０１ａには、複数の小リブ２０７が突設されている。複数の小リ
ブ２０７は、図９に示すように、上面２０１ａの先端側にてコインの外径よりも小さい間
隔で平板部２０１の長手方向に一列に配設されている。これら複数の小リブ２０７は、蓋
体５２を開放位置に保持させた場合に、タンク本体５１の左側壁部１０４と平板部２０１
の上面２０１ａとの間に侵入しようとするコインと当接して、かかる隙間へのコインの侵
入を防ぎ、蓋体５２の開放位置への保持がコインによって解除されるのを防ぐことができ
る。
【０１２１】
　また、これら複数の小リブ２０７を設けることによって、開放位置に保持された蓋体５
２の平板部２０１とタンク本体５１の左側壁部１０４との間に形成される間隙の大きさを
、より広く確保することができる。
【０１２２】
　従って、蓋体５２を開放位置に保持させる場合に、平板部２０１の先端部の前後方向中
央位置を押して前側凸部２０５を前側対向面１４１に当接させ且つ後側凸部２０６を後側
対向面１４３に当接させて、平板部２０１全体を弓なりに撓ませることができ、前側凸部
２０５と後側凸部２０６を前側開放係止穴１４２と後側開放係止穴１４４に容易に挿入さ
せることができ、蓋体５２を閉塞位置に保持させる作業を容易なものとすることができる
。
【０１２３】
　また、蓋体５２の開放位置への保持を解除する場合には、平板部２０１の上面２０１ａ
に凹設された凹部２０１ｅとタンク本体５１の左側壁部１０４との間に指先を挿入して閉
塞方向に向かって付勢することができる。従って、前側凸部２０５を前側開放係止穴１４
２から脱出させ、且つ後側凸部２０６を後側開放係止穴１４４から脱出させることができ
、蓋体５２の保持を解除する作業を容易なものとすることができる。
【０１２４】
　尚、本実施の形態では、平板部２０１の上面に複数の小リブ２０７を設けて、開放位置
に保持された平板部２０１の上面２０１ａとタンク本体５１の左側壁部１０４との間に所
定の隙間を積極的に形成すると共に、かかる隙間へのコインの侵入を防止する構成とした
が、これに限定されるものではなく、他の構成を採用してもよい。例えば、小リブ２０７
を省略し、開放位置に保持された平板部２０１の上面２０１ａとタンク本体５１の左側壁
部１０４とを隙間なく接面させて、コインの侵入を阻止すると共に、左側壁部１０４のう
ち、開放位置に保持された平板部２０１に対向する箇所に閉操作用の窓孔を開口形成し、
その窓孔から指を挿入して、蓋体５２を閉塞位置から開放位置側に向かって押し移動させ
る構成としてもよい。
【０１２５】
　平板部２０１の下面２０１ｂには、図６に示すように、複数の凸条部２０８が設けられ
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ている。各凸条部２０８は、平板部２０１の長手方向に亘って延在し且つ平板部２０１の
横幅方向に所定間隔をおいて互いに並行に延在するように形成されており、平板部２０１
の強度を補強している。
【０１２６】
　軸部２１１は、平板部２０１の基端側にて平板部２０１と一体に形成されており、蓋体
５２の回動中心軸線と同軸上で且つ前側対向面１４１と後側対向面１４３との間に亘る長
さで一直線上に延在し、軸部２１１の両端位置に前側支持軸２１２と後側支持軸２１３が
形成され、軸方向中間位置に中間支持軸２１４が形成されている。
【０１２７】
　前側支持軸２１２は、前側支持部１３１に回転自在に支持される構成を有しており、本
実施の形態では、一定径で延在する丸棒形状を有し、前側支持部１３１の後側から前側支
持部１３１の孔部１３３に挿入されて、前側支持部１３１に回転自在に支持されている。
【０１２８】
　後側支持軸２１３は、リブ１３５の腕部１３５ａと左側壁部１０４との間で回転自在に
支持され、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合にのみ、後側支持部１３４から
取り外すことができ、その他の角度位置、例えば閉塞位置や開放位置では後側支持部１３
４からの取り外しが阻止されるように構成されている。
【０１２９】
　後側支持軸２１３は、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合にスリット部１３
４ａに対して径方向幅が狭く、蓋体５２を傾斜角度位置以外の角度位置に配置した場合に
スリット部１３４ａに対して径方向幅が広い断面形状を有し、蓋体５２を傾斜角度位置に
配置して取り外し方向に移動させた場合にスリット部１３４ａを通過させて後側支持部１
３４から取り外し可能な構成を有する。
【０１３０】
　後側支持軸２１３は、本実施の形態では、前側支持軸２１２と同一の外径を有する丸棒
の一部を平面状に面取りした形状を有しており、互いに平行な一対の平坦面２１３ａ、２
１３ｂと、各平坦面２１３ａ、２１３ｂの間を連結する断面円弧状の摺動面２１３ｃを有
する。
【０１３１】
　一対の平坦面２１３ａ、２１３ｂは、図１２（ａ）に示すように、互いの間隔（径方向
幅）Ｍが、リブ１３５の爪部１３５ｂと左側壁部１０４の爪部１３６と間のスリット部１
３４ａの間隔Ｌよりも若干短い寸法（Ｍ＜Ｌ）、若しくはほぼ同一の寸法（Ｍ≒Ｌ）とな
るように形成されている。
【０１３２】
　一対の平坦面２１３ａ、２１３ｂは、図１０に示すように、平板部２０１と面一に延在
する仮想平面に対して、蓋体５２の回動中心軸線である軸部２１１の中心軸線を回転中心
として所定角度だけ回転させた傾斜角度に角度付けされて形成されている。
【０１３３】
　平坦面２１３ａ、２１３ｂの傾斜角度は、図１１に示すように、蓋体５２が開放位置と
閉塞位置との中間の予め設定された傾斜角度位置に配置された場合に、一対の平坦面２１
３ａ、２１３ｂが底壁部１０１に対して直交する方向である上下方向に延在する角度に設
定されている。
【０１３４】
　従って、蓋体５２を上記傾斜角度位置に配置することによって、後側支持軸２１３の一
対の平坦面２１３ａ、２１３ｂを上下に延在させることができ、後側支持軸２１３の横幅
を一対の平坦面２１３ａ、２１３ｂの間隔とし、スリット部１３４ａの間隔以下とするこ
とができる。従って、蓋体５２をそのままの姿勢状態で図１１に矢印で示す取り外し方向
である上方に移動させることにより、後側支持軸２１３をスリット部１３４ａに通過させ
て後側支持部１３４から取り外すことができる。
【０１３５】
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　一方、蓋体５２を閉塞位置（図１２（ａ）を参照）、若しくは開放位置（図１２（ｂ）
を参照）に配置した場合には、後側支持軸２１３の横幅がスリット部１３４ａの間隔より
も大きな横幅になり、蓋体５２を取り外し方向である上方に向かって移動させても、後側
支持軸２１３の摺動面２１３ｃがリブ１３５の爪部１３５ｂと左側壁部１０４の爪部１３
６に当接して、後側支持軸２１３をスリット部１３４ａに通過させることはできず、後側
支持部１３４から取り外すことはできない。
【０１３６】
　従って、後側支持軸２１３は、リブ１３５の腕部１３５ａと左側壁部１０４との間で回
転自在に支持され、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合にのみ、後側支持部１
３４から取り外すことができ、蓋体５２を閉塞位置、若しくは開放位置に配置した場合に
は、後側支持部１３４からの取り外しが阻止される。
【０１３７】
　尚、本実施の形態では、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合に後側支持軸２
１３をスリット部１３４ａの間を通過させることができる構成の例として、一対の平坦面
２１３ａ、２１３ｂの間隔Ｍが、スリット部１３４ａの間隔Ｌよりも若干短い寸法（Ｍ＜
Ｌ）、若しくはほぼ同一の寸法（Ｍ≒Ｌ）となるように形成された構成を例に説明したが
、この構成に限定されるものではない。
【０１３８】
　例えば一対の平坦面２１３ａ、２１３ｂの間隔Ｍをスリット部１３４ａの間隔Ｌよりも
若干大きい寸法（Ｍ＞Ｌ）とし、蓋体５２を予め設定された傾斜角度位置で取り外し方向
に所定値以上の力で付勢した場合に、リブ１３５の腕部１３５ａを弾性変形させて、スリ
ット部１３４ａの間隔Ｌを広げて、後側支持軸２１３を通過させることができ、その他の
角度位置では後側支持軸２１３を通過させることができない構成としてもよい。
【０１３９】
　これによれば、所定の傾斜角度位置に配置された蓋体５２を所定値以上の力で取り外し
方向に付勢しない限り、スリット部１３４ａを通過させることができないので、例えば補
助タンク５０が上下逆に保持されて蓋体５２がタンク本体５１に対して所定の傾斜角度位
置に配置された場合に、後側支持軸２１３が後側支持部１３４から抜け落ちるのを防ぐこ
とができる。
【０１４０】
　また、本実施の形態では、後側支持軸２１３は、互いに平行な一対の平坦面２１３ａ、
２１３ｂを有する場合を例に説明したが、この構成に限定されるものではなく、所定の傾
斜角度位置でスリット部１３４ａを通過させることができ、その他の角度位置ではスリッ
ト部１３４ａを通過させることができない形状であればよい。例えば断面が長方形や楕円
形等のように、所定の傾斜角度位置では後側支持軸２１３の径方向幅がスリット部１３４
ａの間隔Ｌよりも狭く、その他の角度位置では後側支持軸２１３の径方向幅がスリット部
１３４ａの間隔以上となる形状でもよい。
【０１４１】
　中間支持軸２１４は、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合にスリット部１３
７ａに対して径方向幅が狭く、蓋体５２を傾斜角度位置以外の角度位置に配置した場合に
スリット部１３７ａに対して径方向幅が広い断面形状を有し、蓋体５２を傾斜角度位置に
配置して取り外し方向に移動させた場合にスリット部１３７ａを通過させて中間支持部２
１４から取り外し可能な構成を有する。
【０１４２】
　中間支持軸２１４は、後側支持軸２１３と同一の寸法形状を有しており、一対の平坦面
２１４ａ、２１４ｂがそれぞれ後側支持軸２１３の一対の平坦面２１３ａ、２１３ｂと同
一の平面上に延在するように形成されている。
【０１４３】
　一対の平坦面２１４ａ、２１４ｂは、互いの間隔が、リブ１３８の爪部１３８ｂと左側
壁部１０４の爪部１３９との間のスリット部１３７ａの間隔よりも若干短い寸法、若しく
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はほぼ同一の寸法形状となるように形成されている。
【０１４４】
　従って、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置することによって、中間支持軸２１４の
一対の平坦面２１４ａ、２１４ｂを、取り外し方向に沿う方向である上下に延在させるこ
とができ、中間支持軸２１４の横幅を一対の平坦面２１４ａ、２１４ｂの間隔とし、スリ
ット部１３７ａの間隔以下とすることができる。従って、蓋体５２をそのままの姿勢状態
で取り外し方向である上方に向かって移動させることにより、中間支持軸２１４をスリッ
ト部１３７ａに通過させて中間支持部１３７から取り外すことができる。
【０１４５】
　一方、蓋体５２を閉塞位置、若しくは開放位置に配置した場合には、中間支持軸２１４
の横幅がスリット部１３７ａの間隔よりも大きな横幅になり、蓋体５２を取り外し方向で
ある上方に向かって移動させても、中間支持軸２１４の摺動面２１４ｃがリブ１３８の爪
部１３８ｂと左側壁部１０４の爪部１３９に当接して、中間支持軸２１４をスリット部１
３７ａに通過させることはできず、中間支持部１３７から取り外すことはできない。
【０１４６】
　従って、中間支持軸２１４は、リブ１３８の腕部１３８ａと左側壁部１０４との間で回
転自在に支持され、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合にのみ、中間支持部１
３７から取り外すことができ、蓋体５２を閉塞位置、若しくは開放位置に配置した場合に
は、中間支持部１３７からの取り外しが阻止される。
【０１４７】
　本実施の形態では、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合に中間支持軸２１４
をスリット部１３７ａの間を通過させることができる構成の例として、一対の平坦面２１
４ａ、２１４ｂの間隔Ｍが、スリット部１３７ａの間隔Ｌよりも若干短い寸法、若しくは
ほぼ同一の寸法となるように形成された構成を例に説明したが、この構成に限定されるも
のではない。
【０１４８】
　例えば一対の平坦面２１４ａ、２１４ｂの間隔Ｍをスリット部１３７ａの間隔Ｌよりも
若干大きい寸法とし、蓋体５２を予め設定された傾斜角度位置で取り外し方向に所定値以
上の力で付勢した場合に、リブ１３８の腕部１３８ａを弾性変形させて、スリット部１３
７ａの間隔を広げて、中間支持軸２１４を通過させることができ、その他の角度位置では
中間支持軸２１４を通過させることができない構成としてもよい。
【０１４９】
　これによれば、所定の傾斜角度位置に配置された蓋体５２を所定値以上の力で取り外し
方向に付勢しない限り、スリット部１３７ａを通過させることができないので、例えば補
助タンク５０が上下逆に保持されて蓋体５２がタンク本体５１に対して所定の傾斜角度位
置に配置された場合に、中間支持軸２１４が中間支持部１３７から抜け落ちるのを防ぐこ
とができる。
【０１５０】
　また、本実施の形態では、中間支持軸２１４は、互いに平行な一対の平坦面２１４ａ、
２１４ｂを有する場合を例に説明したが、この構成に限定されるものではなく、所定の傾
斜角度位置でスリット部１３７ａを通過させることができ、その他の角度位置ではスリッ
ト部１３７ａを通過させることができない形状であればよい。例えば断面が長方形や楕円
形等のように、所定の傾斜角度位置では中間支持軸２１４の径方向幅がスリット部１３７
ａよりも狭く、その他の角度位置では中間支持軸２１４の径方向幅がスリット部１３７ａ
の間隔以上となる形状でもよい。
【０１５１】
　軸部２１１には、タンク本体５１のリブ１４５、１４６と係合してケース本体５１に対
する軸方向の移動を規制する切欠溝２１５、２１６が形成されている。切欠溝２１５、２
１６は、軸部２１１の軸方向に直交する方向に軸部２１１の一部を切り欠いて形成されて
いる。
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【０１５２】
　リブ１４５、１４６は、タンク本体５１の底壁部１０１と左側壁部１０４との接続部分
に設けられており、例えば図１３に示すように、タンク本体５１の前後方向に一定の厚さ
幅を有し、上方から下方に移行するに従って漸次左側壁部１０４から離反するように傾斜
した形状を有する。
【０１５３】
　切欠溝２１５、２１６は、リブ１４５、１４６と対応する箇所に形成されており、蓋体
５２を支持手段５６に支持させた場合に、リブ１４５、１４６が挿入されて係合し、軸部
の軸方向への移動が規制される。従って、蓋体５２が軸部２１１の軸方向に移動されるの
を防止し、支持手段５６から蓋体５２が取り外されるのを防ぐことができる。
【０１５４】
　上記蓋体５２のタンク本体５１への組み付けは、まず最初に、蓋体５２をタンク本体５
１の上方から内方に挿入し、蓋体５２の前側支持軸２１２を前側支持部１３１の孔部１３
３に挿入する。それから、例えば図１１に仮想線で示すように、後側支持軸２１３を後側
支持部１３４の上方に配置し、蓋体５２のタンク本体５１に対する傾斜角度を予め設定さ
れた傾斜角度に調整し、一対の平坦面２１３ａ、２１３ｂがそれぞれ上下に延在するよう
に配置する。
【０１５５】
　そして、蓋体５２の後部を下方に移動させて、後側支持軸２１３を後側支持部１３４の
リブ１３５の爪部１３５ｂと左側壁部１０４の爪部１３６との間のスリット部１３４ａに
通過させ、図１１に実線で示すように、後側支持部１３４に支持させる。また同時に、中
間支持軸２１４を中間支持部１３７のリブ１３８の爪部１３８ｂと左側壁部１０４の爪部
１３９との間のスリット部１３７ａに通過させ、中間支持部１３７に支持させる。
【０１５６】
　これにより、蓋体５２は、タンク本体５１に組み付けられ、タンク本体５１の内方でタ
ンク本体５１に回動自在に支持されて、閉塞位置と開放位置のいずれか一方に選択的に配
置されて、開口穴５３を開放及び閉塞することができる。そして、閉塞位置では、平板部
２０１の下面２０１ｂが水平面部１２１の上面１２１ａに接面してタンク本体５１の開口
穴５３を閉塞するので、コインの重量によって補助タンク５０の底が抜けるのを防ぐこと
ができる。そして、蓋体５２を予め設定された角度位置に保持した状態でタンク本体５１
内に挿入して組み立てるので、製造工場における組立作業を容易化できる。
【０１５７】
　上記構成を有する補助タンク５０によれば、蓋体５２を回動させて閉塞位置と開放位置
のいずれか一方に選択的に配置できるので、開口穴５３を開放状態から閉塞状態に切り替
えて手動回収に対応させ、また、閉塞状態から開放状態に切り替えて自動回収に対応させ
ることができる。
【０１５８】
　従って、例えば遊技媒体であるコインが自動回収される遊技ホールや島設備に配設され
ていたスロットマシン１を、コインが手動回収される遊技ホールや島設備に移動させた場
合に、補助タンク５０の蓋体５２を開放位置から閉塞位置に回動させて、補助タンク５０
の開口穴５３を閉塞し、補助タンク５０を自動回収に対応するものから手動回収に対応す
るものに変更することができる。
【０１５９】
　従って、補助タンク５０を新たに購入する必要がなく、スロットマシン１の移設に伴う
コストを低減することができる。また、蓋体５２がタンク本体５１に回動自在に支持され
ているので、例えば補助タンク５０の開口穴５３を開放させた状態で使用していた場合に
、蓋体５２の紛失を防ぐことができる。
【０１６０】
　また、例えばコインが自動回収される遊技ホールや島設備に配設されていたスロットマ
シン１を、コインが手動回収される遊技ホールや島設備に移動させる場合に、補助タンク
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５０の蓋体５２を閉塞位置に保持させて、筐体２の底板２Ｂに開口しているコイン回収穴
２Ｆを補助タンク５０によって閉塞し、筐体２の内部と外部との間を隔絶することができ
る。
【０１６１】
　従って、コイン回収穴２Ｆから筐体２の内部に針金などの異物が挿入されるのを防止し
、筐体２の内部から施錠装置６の施錠状態を不正に解除する等の不正行為が行われるのを
防ぐことができる。
【０１６２】
　また、補助タンク５０は、上下左右、及び前後の移動が規制された状態で筐体２内に収
容されるので、筐体２内で補助タンク５０の位置を変更することはできない。従って、コ
イン回収穴２Ｆを補助タンク５０によって完全に閉塞することができ、コイン回収穴２Ｆ
から筐体２の内部に連通する隙間が形成されるのを防ぐことができる。
【０１６３】
　また、補助タンク５０は、蓋体５２が開放位置と閉塞位置の中間の予め設定された傾斜
角度位置に配置された状態でのみ、後側支持軸２１３と中間支持軸２１４を後側支持部１
３４と中間支持部１３７に対して取り外し方向に移動させて取り外すことができ、蓋体５
２が閉塞位置や開放位置に配置されている場合には、取り外すことができないようになっ
ている。
【０１６４】
　これにより、タンク本体５１から蓋体５２を取り外すことができる位置を、蓋体５２の
姿勢が不安定で位置決めが困難な位置としている。従って、蓋体５２の姿勢が安定して蓋
体５２に対する不正行為が行われやすい位置である、閉塞位置や開放位置での蓋体５２の
取り外しを困難なものとし、蓋体５２の取り外しによる不正行為を有効に防止できる。
【０１６５】
　また、前側支持軸２１２を軸方向に移動させて前側支持部１３１の孔部１３３から取り
外す構造としたので、支持手段５６から蓋体５２を取り外すには、蓋体５２の後部を取り
外し方向である上方に移動させて後側支持軸２１３及び中間支持軸２１４を後側支持部１
３４及び中間支持部１３７から取り外した後に、蓋体５２を後方に移動させて前側支持軸
２１２を前側支持部１３１の孔部１３３から引き抜く必要があり、蓋体５２の取外作業の
困難化が図られている。従って、支持手段５６から蓋体５２が簡単に取り外されるのを防
ぐことができる。
【０１６６】
　尚、上記第１実施の形態では、蓋体５２を所定の傾斜角度位置に配置した場合に、後側
支持軸２１３及び中間支持軸２１４を後側支持部１３４及び中間支持部１３７から取り外
し方向に移動させて取り外すことができる構成の場合を例に説明したが、これに限定され
るものではなく、前側支持軸２１２も同様に前側支持部１３１から取り外し方向に移動さ
せて取り外すことができる構成としてもよい。
【０１６７】
　また、上記第１実施の形態では、蓋体５２に後側支持軸２１３等を設け、タンク本体５
１に後側支持部１３４等を設けた構成を例に説明したが、これに限定されるものではなく
、例えば蓋体５２に支持部を設け、タンク本体５１に支持軸を設けてもよい。
【０１６８】
　［第２実施の形態］
　次に、本発明の第２実施の形態について以下に説明する。
【０１６９】
　図１６は、補助タンク６０の開口穴６３が蓋体６２によって閉塞された状態を示す補助
タンク６０の斜視図、図１７は、補助タンク６０の開口穴６３が開放された状態を示す補
助タンク６０の斜視図、図１８は、補助タンク６０の平面図、図１９は、図１８のＶＩＶ
Ｉ線断面矢視図、図２０は、図１８のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面矢視図である。尚、第１実
施の形態と同様の構成要素には同一の符号を付することでその詳細な説明を省略する。
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【０１７０】
　本実施の形態において特徴的なことは、蓋体６２を閉塞位置に保持する閉塞位置保持手
段として固定手段６９を設け、蓋体６２を開放位置に保持する開放位置保持手段として付
勢手段６８を設けたことである。
【０１７１】
　補助タンク６０は、第１実施の形態における補助タンク５０と同様に、コイン排出口１
８から排出されたコインを貯留する手動回収と、コインを通過させて自動回収装置（図示
せず）によって回収させる自動回収の両方に対応可能な構造を有する。
【０１７２】
　補助タンク６０は、前面扉３を開放した状態で筐体２内から前方に向かって引き出すこ
とができるように、筐体２の底板２Ｂの上面に載せた状態で収容される。筐体２の底板２
Ｂには、補助タンク６０に排出されたコインを筐体２の下方に位置する自動回収装置に供
給するためのコイン回収穴２Ｆが開口形成されている。
【０１７３】
　補助タンク６０は、タンク本体６１と、蓋体６２と、付勢手段６８と、固定手段６９に
よって構成されている。
【０１７４】
　タンク本体６１は、上方に向かって開放された有底の箱状を有しており、タンク本体６
１の底壁部３０１には、開口穴６３が形成されている。開口穴６３は、補助タンク６０が
筐体２内に収容された状態で、筐体２の底板２Ｂに開口するコイン回収穴２Ｆと連通する
位置に形成されている。
【０１７５】
　蓋体６２は、タンク本体６１の内方でタンク本体６１に回動自在に支持されて、開口穴
６３を閉塞する閉塞位置と、開口穴６３を開放する開放位置のいずれか一方に選択的に配
置可能な構成を有する。
【０１７６】
　付勢手段６８は、タンク本体６１に回動自在に支持された蓋体６２を開放側に付勢する
構成を有しており、開放位置に保持する付勢力を有する。固定手段６９は、付勢手段６８
の付勢力に抗して閉塞位置に配置された蓋体６２を閉塞位置に固定し、また、その固定を
解除可能な構成を有する。
【０１７７】
　補助タンク６０は、蓋体６２を閉塞位置に配置して固定し開口穴６３を閉塞した状態で
筐体２内に装着することにより、補助タンク６０内に回収されたコインを貯留することが
でき、また、蓋体６２を開放位置に配置して開口穴６３を開放した状態で筐体２内に装着
することにより、補助タンク６０内に回収されたコインを、補助タンク６０の開口穴６３
から筐体２の底板２Ｂに開口するコイン回収穴２Ｆを通過させて、筐体２の下方に位置す
る自動回収装置に供給し、自動回収装置によって自動回収させることができるようになっ
ている。
【０１７８】
　補助タンク６０のタンク本体６１は、図１６～図１９に示すように、平面視略矩形状の
底壁部３０１と、底壁部３０１の周りを囲うように底壁部３０１から起立する前壁部３０
２、後壁部３０３、左側壁部３０４、右側壁部３０５を有する。
【０１７９】
　前壁部３０２と後壁部３０３は、底壁部３０１の前後でそれぞれ上方に向かって折曲さ
れて互いに対向し、左側壁部３０４と右側壁部３０５は、底壁部３０１の両側端部でそれ
ぞれ上方に向かって折曲されて対向する。
【０１８０】
　そして、タンク本体６１の上部には、上方に向かって開口する矩形の開口部６４が形成
されている。開口部６４は、前壁部３０２の上端部でタンク本体６１の左右方向に延在す
る前端縁部３０２ａ、右側壁部３０５の上端部でタンク本体６１の前後方向に延在する右
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端縁部３０５ａ、後壁部３０３の上端部でタンク本体６１の左右方向に延在する後端縁部
３０３ａ、左側壁部３０４の上端部でタンク本体６１の前後方向に延在する左端縁部３０
４ａを有しており、平面視略矩形の開口形状を有する。
【０１８１】
　そして、筐体２内で、開口部６４の前端縁部３０２ａが筐体２の前部開口部分に沿って
筐体２の左右方向に延在し、右端縁部３０５ａが筐体２内で右側板２Ｅに沿って筐体２の
前後方向に延在し、後端縁部３０３ａが筐体２内で背板２Ｃに沿って筐体２の左右方向に
延在し、左端縁部３０４ａがコイン払出手段１４に沿って筐体２の前後方向に延在する。
【０１８２】
　タンク本体６１は、コイン払出手段１４と筐体２の右側板２Ｅとの間に形成されたスペ
ースに収容されてコイン払出手段１４のコイン排出口１８の下方に配置される（例えば、
図３及び図４を参照）。そして、筐体２内に装着して前面扉３を閉じた場合に、タンク本
体６１の左側壁部３０４がホッパ１５に対向してタンク本体６１の上側及び左側への移動
が規制され、同時に、タンク本体６１の右側壁部３０５が筐体２の右側板２Ｅに対向して
タンク本体６１の左右への移動が規制され、更に、タンク本体６１の後壁部３０３が筐体
２の背板２Ｃに対向してタンク本体６１の後方への移動が規制され、タンク本体６１の前
壁部３０２が前面扉３のスピーカ３２Ｒに対向して、タンク本体６１の前方への移動が規
制される。
【０１８３】
　タンク本体６１の底壁部３０１は、例えば図１９に示すように、一定の板厚を有し、平
面状に延在する形状を有している。タンク本体６１の開口穴６３は、例えば図１８に点線
で示すように、底壁部３０１の略中央位置に形成されており、コイン回収穴２Ｆの形状と
一致する平面視で略矩形状をなし、開口穴６３の周りに底壁部３０１の上面３０１ａが所
定幅で連続する大きさを有する。底壁部３０１は、蓋体６２が底壁部３０１の上面３０１
ａに重ねて閉塞位置に配置された場合に、蓋体６２の下面４０１ｂと底壁部３０１の上面
３０１ａとが開口穴６３の周りに周状に連続して対向して接面する。
【０１８４】
　タンク本体６１の左側壁部３０４には、孔部３４１、３４２が開口形成されている。孔
部３４１、３４２は、例えば図１９に仮想線で示すように蓋体６２を開放位置まで移動さ
せた場合に、固定手段６９の係止具４２１との干渉を回避し、平板部４０１の上面４０１
ａを左側壁部３０４の内壁面に接面させることを可能とする位置に形成されている。
【０１８５】
　タンク本体６１の左側壁部３０４及び右側壁部３０５は、タンク本体６１の前後方向中
間部分の方が前端部分及び後端部分よりも横幅方向外側に若干膨らむように、湾曲して形
成されている。これにより、コインの重さに対するタンク本体６１の強度を向上させると
共に、横幅方向内側へのソリが防止されている。
【０１８６】
　タンク本体６１の前壁部３０２は、開口部６４の前端縁部３０２ａを上端とし、開口部
６４の前端縁部３０２ａから下方に延出する上前壁部３５１と、その上前壁部３５１の下
端で折曲されて引き出し方向後側に水平に延在する中前壁部３５２と、中前壁部３５２の
後端から下方に延出して底壁部３０１の前端に連結される下前壁部３５３を備える。
【０１８７】
　そして、前壁部３０２には、引掛部６５が一体に形成されている。引掛部６５は、上前
壁部３５１の下端から下方に突出し、下前壁部３５３の前方に対向して、下前壁部３５３
との間に指先を下方から挿入可能な間隙を形成する垂下片３５４と、垂下片３５４の両側
端部で後方に向かって折曲されて下前壁部３５３の左右の側端部に接続される側壁３５５
を有する。垂下片３５４の長さは、下方から挿入した指先が第１関節くらいまで入り込む
深さとなるように設定されている。側壁３５５は、垂下片３５４の両側端部と下前壁部３
５３の両側端部との間をそれぞれ連結して、引掛部６５のタンク本体６１への取り付け剛
性を向上させている。
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【０１８８】
　引掛部６５は、垂下片３５４と下前壁部３５３との間に下方から指先を挿入してタンク
本体６１を筐体２の前方に引き出すことができる。そして、筐体２内から取り出した際に
、指先が垂下片３５４と下前壁部３５３との間に挿入されているので、補助タンク６０を
安定して持つことができる。従って、補助タンク６０を筐体２内から前方に引き出して持
ち上げるという一連の作業を連続して円滑に行うことができる。
【０１８９】
　また、前壁部３０２の中前壁部３５２と下前壁部３５３が、開口部６４の前端縁部３０
２ａよりも引き出し方向後側に後退して開口部６４の内方に位置するように設けられてい
るので、開口部６４の前端縁部３０２ａをタンク本体６１の前側位置に配置することがで
きる。従って、引掛部６５を設けていながらも、開口部６４の前端縁部３０２ａを引き出
し方向前側に配置でき、筐体２内の限られた空間内で開口部６４の開口面積をより広く確
保することができる。
【０１９０】
　従って、例えばホール従業員等によってホッパ１５から補助タンク６０にコインを掻き
出す作業が行われた場合に、コイン排出口１８から排出されたコインを、筐体２から外部
に飛び出させることなく、開口部６４から補助タンク６０のタンク本体６１内にスムーズ
に回収することができ、ホッパ１５から補助タンク６０へのコインの移動作業を迅速かつ
容易に行わせることができる。
【０１９１】
　タンク本体６１の後壁部３０３には、センサ挿入部６７が形成されている。センサ挿入
部６７は、補助タンク６０を手動回収用として使用する場合に、筐体２に設けられた補助
タンク６０内のコインの貯留量を検出するセンサ（図示せず）が挿入されるようになって
いる。センサ挿入部６７は、後壁部３０３の左右方向略中央位置に設けられており、後壁
部３０３の上部位置に形成された第１センサ挿入穴３６１と、後壁部３０３の略中央高さ
位置に設けられた第２センサ挿入穴３６２と、後壁部３０３の下部位置に設けられた第３
センサ挿入穴３６３を有する。
【０１９２】
　タンク本体６１の前壁部３０２と後壁部３０３には、軸孔３３１、３３２が穿設されて
いる。軸孔３３１、３３２は、前壁部３０２と後壁部３０３の下部で且つ左側壁部３０４
側にそれぞれ形成されている。そして、軸孔３３１、３３２は、一定径で前壁部３０２と
後壁部３０３をそれぞれ貫通し、蓋体６２の軸部４１１を挿入して回転自在に支持する。
【０１９３】
　蓋体６２は、平板部４０１と軸部４１１を有する。平板部４０１は、蓋体６２が閉塞位
置に配置された場合に、平板部４０１の下面４０１ｂと底壁部３０１の上面３０１ａとが
開口穴６３の周りに周状に連続して対向して接面し、タンク本体６１の開口穴６３を閉塞
する平板形状を有しており、本実施の形態では、底壁部３０１の上面３０１ａにほぼ前面
に亘って延在する平面視略矩形状を有する。
【０１９４】
　平板部４０１の基端側には、軸部４１１が設けられている。軸部４１１は、前側支持軸
４１２と、後側支持軸４１３を有する。
【０１９５】
　前側支持軸４１２は、平板部４０１の前端部４０１ｃに切欠形成された切欠部４０２内
で、平板部４０１の長手方向に沿って延在し、平板部４０１の前端部４０１ｃよりも突出
する丸棒形状を有しており、前壁部３０２の後側から前壁部３０２の軸孔３３１に挿入さ
れて軸孔３３１に回転自在に支持される。
【０１９６】
　後側支持軸４１３は、平板部４０１の後端部４０１ｄから平板部４０１の長手方向に沿
って突出し、前側支持軸４１２と同一の中心軸線上で同一の外径を有する丸棒形状を有し
ており、後壁部３０３の前方から後壁部３０３の軸孔３３２に挿入されて軸孔３３２に回
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転自在に支持される。
【０１９７】
　付勢手段６８は、コイルばね４１４によって構成されている。コイルばね４１４は、円
筒状に捲回された捲回部４１４ａと、捲回部４１４ａの軸方向一方側から捲回部４１４ａ
の径方向外側に向かって突出する第１腕部４１４ｂと、捲回部４１４ａの軸方向他方側か
ら捲回部４１４ａの径方向外側に向かって突出する第２腕部４１４ｃとを有する。
【０１９８】
　コイルばね４１４は、前側支持軸４１２に捲回部４１４ａが外嵌され、底壁部３０１の
上面に沿って第１腕部４１４ｂが延在し、底壁部３０１の支持孔３１３に第１腕部４１４
ｂの先端が挿入され、蓋体６２の平板部４０１の下面４０１ｂに沿って第２腕部４１４ｃ
が延在し、蓋体６２の支持孔４０３に第２腕部４１４ｃの先端が挿入されて取り付けられ
ている。
【０１９９】
　コイルばね４１４は、かかる取付状態で蓋体６２を開方向に向かって付勢する。コイル
ばね４１４の付勢力は、蓋体６２を開放位置に保持するように設定されている。尚、付勢
手段６８は、本実施の形態ではコイルばね４１４によって構成される場合を例に説明した
が、板バネ等を使用してもよい。
【０２００】
　固定手段６９は、一対の係止具４２１によって構成されている。各係止具４２１は、蓋
体６２の先端側で且つ互いに前部と後部に離間した位置に設けられている。各係止具４２
１は、グロメット４２２と、プランジャ４２３を有する。
【０２０１】
　各係止具４２１のグロメット４２２は、蓋体６２の貫通孔４０６、４０７に挿通された
状態で蓋体６２に取り付けられており、蓋体６２を閉塞位置に配置した場合に、ケース本
体６１の底壁部３０１に穿設されている貫通孔３１１、３１２に挿通されて、先端部４２
２ａが突出する構成を有する。
【０２０２】
　プランジャ４２３は、グロメット４２２に対して押し込み方向又は引っ張り方向に往復
移動自在に支持されており、グロメット４２２の基端部４２２ｂから突出する把持部４２
３ａを有し、把持部４２３ａを押圧してプランジャ４２３を押し込み方向に移動させた場
合にグロメット４２２の先端部４２２ａを貫通孔３１１、３１２の内径よりも拡径させ、
把持部４２３ａを引張してプランジャ４２３を引っ張り方向に移動させた場合にグロメッ
ト４２２の先端部４２２ａを貫通孔３１１、３１２の内径以下に縮径可能な状態にする。
【０２０３】
　従って、蓋体６２を閉塞位置に配置して、グロメット４２２の先端部４２２ａを底壁部
３０１の貫通孔３１１、３１２に挿通し、プランジャ４２３を押し込み方向に移動させた
場合に、グロメット４２２の先端部４２２ａを拡径させて底壁部３０１に係止することが
でき、蓋体６２を閉塞位置に簡単に固定することができる。
【０２０４】
　また、グロメット４２２の先端部４２２ａが底壁部３０１に係止された状態からプラン
ジャ４２３を引っ張り方向に移動させた場合に、グロメット４２２の先端部４２２ａを貫
通孔３１１、３１２の内径以下に縮径可能な状態とし、底壁部３０１への係止を解除する
ことができ、蓋体６２の閉塞位置への固定を簡単に解除することができる。
【０２０５】
　筐体２の底板２Ｂには、底板２Ｂの上面で且つ係止具４２１に対応する位置に筐体２の
前後方向に亘って延在して、底壁部３０１から突出する係止具４２１の先端部分が挿入さ
れる挿入溝（図示せず）が凹設されている。
【０２０６】
　係止具４２１は、補助タンク６０を筐体２から出し入れする際に、挿入溝に案内されて
、補助タンク６０の出し入れ作業を簡単且つ確実に行わせることができる。また、挿入溝
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との協働により、補助タンク６０の筐体２内における左右方向への位置決めを行い、例え
ば補助タンク６０の位置をずらしてコイン回収穴２Ｆから筐体２内に針金などの異物を挿
入する等の不正行為を防止できる。
【０２０７】
　上記構成を有する補助タンク６０によれば、蓋体６２を回動させて閉塞位置と開放位置
のいずれか一方に選択的に配置できるので、開口穴６３を開放状態から閉塞状態に切り替
えて手動回収に対応させ、また、閉塞状態から開放状態に切り替えて自動回収に対応させ
ることができる。
【０２０８】
　従って、例えば遊技媒体であるコインが自動回収される遊技ホールや島設備に配設され
ていたスロットマシン１を、コインが手動回収される遊技ホールや島設備に移動させた場
合に、補助タンク６０の蓋体６２を開放位置から閉塞位置に回動させて、補助タンク６０
の開口穴６３を開放状態から閉塞状態に切り替えることができ、補助タンク６０を自動回
収に対応するものから手動回収に対応するものに変更することができる。
【０２０９】
　従って、補助タンク６０を新たに購入する必要がなく、スロットマシン１の移設に伴う
コストを低減することができる。また、蓋体６２がタンク本体６１に回動自在に支持され
ているので、例えば補助タンク６０の開口穴６３を開放させた状態で使用していた場合に
、蓋体６２の紛失を防ぐことができる。
【０２１０】
　また、例えばコインが自動回収される遊技ホールや島設備に配設されていたスロットマ
シン１を、コインが手動回収される遊技ホールや島設備に移動させる場合に、補助タンク
６０の蓋体６２を閉塞位置に固定して、筐体２の底板２Ｂに開口しているコイン回収穴２
Ｆを補助タンク６０によって閉塞し、筐体２の内部と外部との間を隔絶することができる
。
【０２１１】
　従って、蓋体６２が不正に開放されてコイン回収穴２Ｆから筐体２の内部に針金などの
異物が挿入されるのを防ぐことができ、筐体２の内部から施錠装置６の施錠状態を不正に
解除する等の不正行為が行われるのを防止できる。
【０２１２】
　また、補助タンク６０は、上下左右、及び前後の移動が規制された状態で筐体２内に収
容されるので、筐体２内で補助タンク６０の位置を変更することはできない。従って、コ
イン回収穴２Ｆを補助タンク６０によって完全に閉塞することができ、コイン回収穴２Ｆ
から筐体２の内部に連通する隙間が形成されるのを防ぐことができる。
【０２１３】
　そして、蓋体６２が付勢手段６８によって開放側に付勢されているので、固定手段６９
による固定を解除するだけで蓋体６２を開放位置に保持することができ、補助タンク６０
を手動回収用から自動回収用に切り替える作業を簡単化できる。
【０２１４】
　尚、上記第２実施の形態では、蓋体６２の前側支持軸４１２と後側支持軸４１３を前壁
部３０２の軸孔３３１と後壁部３０３の軸孔３３２に挿入して回転自在に支持することに
より、蓋体６２をタンク本体６１内で回動自在に支持する構成としたが、蝶番によって蓋
体６２を支持する構成としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０２１５】
【図１】スロットマシンの前面扉が閉じた状態を示す斜視図である。
【図２】スロットマシンの前面扉が開いた状態を示す斜視図である。
【図３】スロットマシンの筐体内を正面から示す図である。
【図４】図３のＩ－Ｉ線断面矢視図である。
【図５】補助タンクの開口部が蓋体によって閉塞された状態を示す補助タンクの斜視図で
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【図６】補助タンクの開口部が開放された状態を示す補助タンクの斜視図である。
【図７】補助タンクの平面図である。
【図８】図７のＩＩ－ＩＩ線断面矢視図である。
【図９】蓋体を示す斜視図である。
【図１０】蓋体の側面図である。
【図１１】蓋体をタンク本体に取り付ける取付方法を説明する図である。
【図１２】蓋体の支持状態を説明する図である。
【図１３】図５のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面矢視図である。
【図１４】図７のＩＶ－ＩＶ線断面矢視図である。
【図１５】図６のＶ－Ｖ線断面矢視図である。
【図１６】補助タンクの開口穴が開放された状態を示す補助タンクの斜視図である。
【図１７】補助タンクの開口穴が開放された状態を示す補助タンクの斜視図である。
【図１８】補助タンクの平面図である。
【図１９】図１８のＶＩ－ＶＩ線断面矢視図である。
【図２０】図１８のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面矢視図である。
【符号の説明】
【０２１６】
１　スロットマシン（遊技機）
２　筐体
１５　ホッパ
５０、６０　補助タンク
５１、６１　タンク本体
５２、６２　蓋体（閉塞部材）
５３、６３　開口穴
６８　付勢手段
６９　固定手段
１０１、３０１　底壁部
１２３　前側閉塞係止穴（閉塞用係止部）
１２５　後側閉塞係止穴（開放用係止部）
１３１　前側支持部（第１支持部）
１３３　孔部
１３４　後側支持部（支持部、第２支持部）
１３４ａ、１３７ａ　スリット部
１４２　前側開放係止穴（開放係止穴）
１４４　後側開放係止穴（開放係止穴）
２０１、４０１　平板部
２０５　前側凸部（閉塞用被係止部）
２０６　後側凸部（開放用被係止部）
２１２　前側支持軸（第１支持軸）
２１３　後側支持軸（支持軸、第２支持軸）
２１３ａ、２１３ｂ　平坦面
２１３ｃ　摺動面
３１１、３１２　貫通孔
４２２　グロメット
４２３　プランジャ
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【図１５】

【図１６】 【図１７】
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